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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，股関節可動域制限によって生じるオムツ排泄やトイレ排泄に関わる動作障
害を支援する手法に関してまとめたものである．オムツ排泄時の股関節の外転運動を妨
げる筋緊張を低減する手法およびトイレ排泄時の立ち上がり支援を低減する手法につ
いて，神経生理学や運動学の観点から研究を実施し，新たな手法を提案，その有効性を
示した． 
公聴会においては，20 名ほどの出席者があり，研究動機，データ解析法の詳細，成
果の患者への適用方法，結果を生じさせた原因に関する考察，未解決課題に対する解決
方法など様々な質問がなされたものの，いずれも著者の論理的な説明によって質問者の
理解が得られた． 
 以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
